
令和６年度 第４回 中島小学校 学校運営協議会 会議録 

日  時 令和７年２月２８日 金曜日  ９：２０～１１：３０ 

会  場 中島小学校 会議室 

出席委員 委員１１名、校長、教頭   計１３名 （欠席８名） 

会   議   内   容 

１．校長あいさつ 

 

２．日程説明（教頭） 

 

３．６年生を送る会の参観（体育館） ９：３０～１０：３０ 

 

４．羽島市教育委員会より 

 ・「新しい時代に向けた羽島市の学校構想について(答申)」説明 

 

５．今年度の学校経営について説明（校長） 

 ・ゼロカーボンの取組、運動会、スリランカ国際交流、下中フェスティバル、絆会議、特別支援

小中交流会、堀津小との交流(３年)、市内施設の見学（２・３年） など 

 ・施設の見学や他行との交流でのバス移動は、同窓会より支援をいただいた。 

 ・地域の方の支援の様子 

  PTA 奉仕作業（今年度は子どもも参加）、家庭科ボランティア、校外学習見守り支援、昔遊び  

講師、校内の環境整備、とうふづくり など、今年度も多くの支援をいただいた。 

 

６．前期学校評価について説明（教頭） 

 ・グループで話し合う力だけでなく、人前で大きな声で話す力も付けさせていきたい。 

・家庭学習の見届けは保護者の評価がやや下がり、児童の評価にも影響した可能性がある。 

 ・保護者の地域行事等への参加の意識がやや上がっている。 

 ・掃除は職員も児童も来年度に向けた課題だと感じている。 

 ・交通安全の評価は高い。運営協議会、地域の方の協力も大きい。 

 ・「学校に行くのが楽しい」と感じている児童が多い。 

 ・保護者が学校教育や家庭教育で特に大切にしたいことは、「思いやり」「社会のルールやマナー」

であった。連携・協力しながら取り組んでいきたい。 

 ・コミュニティ・スクールへの保護者の理解が進んでおらず申し訳ない。今年度の中島小学校のコミ

ュニティ・スクールの取組をまとめた学校だよりを配付した。地域にも回覧していただく予定。 

  

７．授業参観の感想と意見交流 

①運動会も立派であったが、今日の６年生を送る会も本当に立派であった。５年生の動きがよかった。 

体験的な活動は子どもにとって意味がある。今後も地域の教育力を生かして、子どもたちの目が輝く

ような学習活動を仕組んでいってもらいたい。 



 

②６年生を送る会は大成功であった。 

「学校に来るのが楽しい」と思える子どもたちが多いことはありがたい。私自身も学校にかかわるこ

とが楽しい。地域の皆さんにもぜひ「学校にかかわることが楽しい」と感じていただける機会をもっ

ていただけるとよい。 

隣接する校区の学校運営協議会では、子どもの意見を聞く機会も設けている。中島中学校区において

も、そのような機会の設定を検討してもよいのではないか。 

学校運営協議会の在り方について、部会ごとの企画運営があってもよいのではないか。また、保護者

の参画も得られるとよい。 

③６年生を送る会で発表する子どもたちの声が大きく、感心した。以前より大きな声で話せる子が増え

たと感じる。 

「荒れた学校」についての情報を耳にするが、中島小学校は落ち着いており、ありがたい。 

④不登校にかかわって、楽しく学校に来ることができる環境づくりを引き続きお願いしたい。 

学校運営協議会に子どもの声を生かすことを検討いただきたい。 

地域のあいさつ運動を盛り上げ、子どもたちを応援していく。 

⑤６年生を送る会について、子どもたちの姿から、先生方の指導がよくなされていることがわかった。 

中島中学校区３校の交流も引き続き進めていきたい。 

（学校評価アンケートの結果について）児童が取り組んでいるボランティアとは具体的にどのような

ものか。→委員会では「ちょボラキャンペーン」を行い、運動会前の石拾いやグラウンド整備など、

子どもたちができるちょっとしたことから取り組んでいる。 

⑥ボランティアを通じて、子どもたちとの接点を持ち、その成長を見ることができることはありがたい。 

志授業で、自分自身の生き方や考え方を伝えた。参考になればありがたい。 

⑦６年生を送る会について、子どもたちの企画であることがよくわかり、その能力の高さを感じた。先

生が指示等をしなくても、自主的に動く姿があり、感心した。 

 来年度の方針にある「教科担任制」について、専門の先生から指導を受けられることは子どもたちの

学びに有効である。是非進めてもらいたい。 

羽島市中心部への校外学習のための同窓会からの支援を有効に活用いただいており、ありがたい。 

⑧学校運営協議会として、校外学習時の引率等を継続していく。 

下中フェスティバルへの協力ありがたかった。次年度もぜひよろしくお願いしたい。 

⑨６年生を送る会での子どもの動きがとてもよかった。その裏にはそれまでの先生方の細やかな指導が

あることがよくわかった。 

学校への協力について、今後もかかわりを継続したい。 

「教科担任制」について、ぜひその方向で進めていただきたい。 

⑩６年生を送る会では、子どもたちが大きな声で話していた。あの姿が継続されれば、自分の考えをき

ちんと話せる子に育つ。話す機会を増やし、子どもたちに力をつけてやってほしい。 

「学校に来るのが楽しい」と回答していない１割の子にもぜひ目を向けて学校運営にあたっていただ

きたい。 

 

８．校長よりお礼 

 


